
 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

しめんおうか 

四面桜歌

教頭 荒木 保徳 

「ああ、なんて素敵な日だ。」子どもたちが朝の会で歌
を歌います。それを毎日聞くことができます。教員という
仕事をしている我々にとっては日常ですが、朝から歌を歌
う大人が、そして子どもの歌声を聴ける大人が何人いるで
しょう。日常では、なかなか気付かない幸せの一つです。 
先日、桜島中学校の体育大会・地域運動会を参観させて

いただきました。美術館での研修を１１時に終えた私は、

１１時２０分発のフェリーに乗り、着いた時には閉会式で
した。今年で閉校となる桜島中学校として最後の閉会式の
中、校歌斉唱がありました。最後の体育大会をかみしめる
ように中央で校歌を歌う一生懸命な中学生。それをはさむ
ように並んでいる桜洲小校区、桜峰小校区の地域の方々。
校庭の周りで見守る人が、大会の余韻に浸りながら、近く
の人とコミュニケーションをとる日常の中で、地域名の書
かれたプラカードの後ろにかつて中学生だったころの歌
を、今の中学生とつながるかのように歌っていらっしゃる
方がいました。中にはプログラムの歌詞を見ながら大きな

声で歌っていらっしゃる方も。地域限定で時を超えてつな
がることができる「校歌」とは、地域をつなぐ絆が形になっ
て現れたものだと感じ、その姿に、胸を打たれました。 
中国の戦国時代に、楚（そ）の国の将軍項羽は、自分の

城を漢軍に囲まれ、夜になり四方から楚の歌を聞いた時、
「楚の人々までもが漢に降ったのか。」と大きく落胆した
といいます。四面楚歌が故事成語となった所以です。 
桜峰小で校歌が歌えるのは２月１４日（土）の閉校記念

式典や卒業式など、あと数回。子どもの元気な声や、地域
の大人の成熟された声で桜峰小学校の校歌を歌うことが

できたら、項羽将軍のその時とは全く違う感動を、みんな
で味わうことができるのではないでしょうか。 
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令和７年 10月 ２２日 
鹿児島市立 桜峰小学校 
学校だより 

 

桜峰小ＨＰ 

【10/1 合同通学路点検】 

 

 まなびポケットと校務用ソフトをつなげ

て扱う事業を、本校と桜島中学校が鹿児島市

の中で先行して行うために、設定や説明会が

行われました。 

【10/６ NTTドコモビジネス  

スズキ教育ソフトによる PC 設定 】 

 

【10/６ 10/9 桜島大根間引き 神南小学校とのリモート交流】 

 

黒神小・中と黒神地域の方と協力して黒神の椿

農園に行き、拾ってきました。今年は、学校でもい

ただいた椿の実を天日干ししています。 

【10/６ ３・４年椿の実拾い】 

 

【10/10 １～４年生 校外学習】 

 

【10/17 高知県北川村教育委員会視察】 

 

 高知県より 5 名の方が本校の ICT 活用や複式

授業、予習型授業について視察に来られました。 

 スクールドリームプロジェクトの支援を受けてバスを借り、桜島 1 周の校外学習をしまし

た。１・２年生は 1 人ずつ各地の案内をして、３・４年生は椿の木がどこに生えているか調

べました。公民館では、桜島ミュージアムの方に教えていただき、椿油を絞りました。 

6 日は学校園で、9 日は二俣の畑で間引きを行いました。大根の害虫対策にトウ

ガラシとワインが効くと教えていただきました。 

【10/20 5・6年生 

総合的な学習の時間研究授業】 

 

【10/21 全校朝会 

オンラインゲームの危険性】 

 

【10/20 異担任による読み聞かせ】 

 


